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 要 旨   
目的： 
若年女性において、少女期の飲酒と生検で確定させた良性乳腺疾患リスクとの関連につ

いて、前向きに調査を行うこと。 
方法： 
基礎調査時に 9 歳から 15 歳のアメリカ人女性を対象とし、1996 年から 2001 年にかけて

1 年毎に質問表により調査を行った、前向きコホート研究である。なお質問表を用いて 2003
年、2005 年、および 2007 年にも追跡調査を行った。2003 年の調査では、16 歳から 23 歳

の女性対象者から、前年の飲酒量の情報を得た。2005 年と 2007 年の調査において、18 歳

から 27 歳までの合計 6899 人の女性のうち、健診で良性乳腺疾患と診断されたのは 147 例、

および生検により良性乳腺疾患と確定診断を受けたのは 67 例、良性乳腺疾患ではなかった

のは 6752 例であった。 
結果： 
年齢および BMI を調整後、飲酒量は生検で確定された良性乳腺疾患のリスク増加と関連

を認めた(1 日飲酒 1 杯あたりのオッズ比 1.50【95%信頼区間 1.19-1.90】)。週に 6-7 日飲

酒していた少女は、週に 1 日未満の飲酒の少女と比較して、よりリスクが高かった(オッズ

比 5.50【95%信頼区間 1.23-24.53】)。 
結論： 
若年女性において、少女期の飲酒量の増加、および飲酒回数の増加は、良性乳腺疾患の

発症を増加させる可能性がある。10 代女性に飲酒を避けるように指示することは、喫煙や

日焼けと同様に、成人後の癌発症率の抑制につながる可能性がある。 
 

 




